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みんなで築く
　みんなの福祉
　　みんなの未

（あした）

来

スローガン

岡谷市社会福祉協議会設立60周年記念

岡谷市社会福祉大会 開催
平 成 27 年 度

　　市 民 憲 章 唱 和
　岡谷北部中学校の今井
美里さんの前文朗読に続
き、参加者全員で市民憲
章唱和を行いました。

　　岡 谷 市 共 同 募 金 委 員 会 会 長 表 彰
　共同募金に多額のご寄付をいただいた方々を代表して、岡
谷市仏教婦人連合会様に、東日本大震災等への義援金、ボラ
ンティア活動への支援金として、多額なご寄付いただいた
方々を代表して、小口区様に壇上でお受けいただきました。

　本年の岡谷市社会福祉大会は、岡谷市社会福祉協議
会が設立６０年を迎えたことを記念して、８月１日
（土）カノラホールに於いて開催されました。
　「みんなで築く、みんなの福祉、みんなの未来（あ
した）」を主テーマに、約６００人のみなさんに参加
していただきました。
　式典では、長年にわたり社会福祉事業に貢献された
方々に表彰状が、多額の寄付金・物品寄付をいただい
た方々には感謝状が贈呈されました。

　講演会では、タレントのダニエル・カールさんをお招きし、「～がんばっぺ！オラの大好きな日本～今、できること」と題し、ご講演いただきました。　東日本大震災の支援を通して、今、何ができるか、又、日本人の「謙遜」という行為や「察する文化」等への驚きや戸惑いを外国人の観点で、山形弁を交えて楽しくお話をしていただきました。

　リフレッシュタイム（幕間）では、「おかやボラン
ティアアンサンブル」のみなさんが演奏を披露してく
ださいました。
　また、ホワイエでは、「希望の里つばさ」「エコファ
おかや」「ひだまりの家」のみなさんに、日頃製作し
ている作品等の販売を行っていただきました。ご協力
いただいたみなさん、ありがとうございました。
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社
会
福
祉
事
業
特
別
功
労
者

小
澤
　
繁
弘
　
　
横
内
　
文
雄

褒
章（
個
人
）

阿
部
　
米
勝
　
　
上
條
　
國
男
　
　
八
幡
　
重
則

小
坂
　
利
道
　
　
小
林
　
和
男
　
　
春
日
　
孝
一

鮎
澤
　
　
勉
　
　
山
田
　
惠
一
　
　
堀
川
　
敏
子

山
﨑
壽
美
子
　
　
宮
澤
　
竹
子
　
　
宮
澤
な
か
子

宮
澤
　
久
子
　
　
宮
澤
　
久
美
　
　
宮
澤
　
睦
子

福
祉
基
金
感
謝
状（
遺
志
金
）

山
﨑
　
正
弘
　
　
下
平
　
郁
夫

福
祉
基
金
感
謝
状（
寄
付
金
）

財
団
法
人
岡
谷
市
ダ
ン
ス
協
会
　
　
株
式
会
社
笠
原
書
店

東
堀
星
桜
会
　
　
宮
坂
平
之
助

岡
谷
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
感
謝
状（
物
品
）

京
セ
ラ
労
働
組
合
　
　
村
上
　
良
市

長
野
県
共
同
募
金
会

　
　
岡
谷
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
感
謝
状（
団
体
）

岡
谷
市
仏
教
婦
人
連
合
会

税
理
士
法
人
三
澤
会
計
・
み
さ
わ
財
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

宮
坂
ひ
ろ
子
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
社
員
一
同

宗
教
法
人
真
如
苑
岡
谷
支
部

㈱
ダ
イ
ヤ
精
機
製
作
所
労
働
組
合

Ｔ
Ｐ
Ｒ
労
働
組
合
・
Ｔ
Ｐ
Ｒ
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
・

Ｔ
Ｐ
Ｒ
帝
友
会

京
セ
ラ
㈱
長
野
岡
谷
工
場
従
業
員
一
同

京
セ
ラ
コ
ネ
ク
タ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
岡
谷
事
業
所
従
業
員
一
同

京
セ
ラ
ク
リ
ス
タ
ル
デ
バ
イ
ス
㈱
岡
谷
事
業
所
従
業
員
一
同

㈱
日
本
ピ
ス
コ
従
業
員
一
同

東
日
本
大
震
災
等
義
援
金
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
金

　
　
長
野
県
共
同
募
金
会
岡
谷
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
感
謝
状

㈲
美
よ
う
室
湖
畔
　
　
岡
谷
せ
せ
ら
ぎ
会
　
　
小
口
区

退
職
職
員
感
謝
状

加
藤
め
ぐ
み

福祉事業に貢献された個人・団体に表彰状・感謝状（敬称略）

社会福祉事業特別功労受賞の横内文雄様に受賞者を
代表して、お礼のことばをいただきました。

　　リフレッシュタイム
　市内外の福祉施設や地区の昼食会などで演奏活動をされている
「おかやボランティアアンサンブル」の皆さんに、オリジナルの「ボ
ランティア讃歌」や「花は咲く」「ふるさと」「琵琶湖周航の歌」
を演奏していただき、会場のみなさんも一緒に歌っていただきま
した。

　　実践申し合わせ事項確認 「岡谷市朗読の会まどか」依田節子さんに朗読をしていただきました。
生活の中で実践していくことを会場のみなさんの拍手により、確認されました。

平成27年度　岡谷市社会福祉大会　実践申し合わせ事項
一、�今、何ができるか、お互いに考え合い、みんなが安心して暮らせる福祉のまちづくりのために主体性を
もって参加しましょう。

一、�誰もが、いきがいをもって、気軽に参加できるボランティア活動の輪を拡げましょう。
一、�健康で明るく、地域でいきいきと過ごしましょう。
一、�地域の防災・災害時救援組織づくりを進め、普段から支え合い、助け合いの地域づくりを推進しましょう。
一、�学校、地域等が協働して社会全体で子育て支援を推進しましょう。
一、�思いやりの心を育てる福祉教育を推進しましょう。
一、�共同募金運動に協力し、助け合いの輪を拡げましょう。

平成27年度　岡谷市社会福祉大会　実践申し合わせ事項
一、�今、何ができるか、お互いに考え合い、みんなが安心して暮らせる福祉のまちづくりのために主体性を
もって参加しましょう。

一、�誰もが、いきがいをもって、気軽に参加できるボランティア活動の輪を拡げましょう。
一、�健康で明るく、地域でいきいきと過ごしましょう。
一、�地域の防災・災害時救援組織づくりを進め、普段から支え合い、助け合いの地域づくりを推進しましょう。
一、�学校、地域等が協働して社会全体で子育て支援を推進しましょう。
一、�思いやりの心を育てる福祉教育を推進しましょう。
一、�共同募金運動に協力し、助け合いの輪を拡げましょう。
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「
～
が
ん
ば
っ
ぺ
！
オ
ラ
の
大
好
き
な
日
本
～

今
、
で
き
る
こ
と
」

講
師
　
タ
レ
ン
ト
　
　
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏

　
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル

氏
は
、
現
在
、
東
京
で
翻
訳
・
通
訳
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
経

営
。
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
山
形
弁
を
操
り
、
豊
富
な
知
識

と
サ
ー
ビ
ス
精
神
で
、
レ
ポ
ー
タ
ー
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

な
ど
と
し
て
も
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
内
容
の
要
約
で
す
。

・�

こ
ん
に
ち
は
っ
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
生
ま
れ
、
山
形

育
ち
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
で
す
。

あ
の
大
震
災
か
ら
四
年
半
が
経
過
し
た
。
私
も
三
十
回

以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
、
声
を
か
け
、
元
気
づ

け
、
物
資
を
運
ん
で
い
る
が
、
岡
谷
市
か
ら
も
山
田
町

に
支
援
に
入
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
た
。
日
本
人
っ
て
す

ご
い
。
み
ん
な
が
す
ぐ
動
い
て
く
れ
る
。
長
野
県
を
は

じ
め
全
国
各
地
か
ら
支
援
物
資
が
届
き
、
復
興
が
進
ん

で
い
る
。
未
曾
有
の
被
害
だ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
の
お
か

げ
。
東
北
人
の
一
人
と
し
て
お
礼
を
言
い
た
い
。（
言
葉

が
詰
ま
り
涙
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
久
し
振
り

に
泣
い
ち
ゃ
っ
た
。復
興
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。今
ま
で

は
基
盤
づ
く
り
。
土
木
関
係
の
人
も
た
く
さ
ん
来
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
行
く
と
思
う
。

「
今
、
何
が
で
き
る
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
。
簡
単
な

事
。
東
北
の
物
を
買
っ
て
ほ
し
い
。
風
評
被
害
で
売
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。
今
行
っ
た
ら
迷
惑
だ
と
考
え
ず
、

ど
ん
ど
ん
東
北
に
観
光
に
来
て
お
土
産
を
買
っ
て
ほ
し

い
。
こ
れ
が
一
番
シ
ン
プ
ル
な
復
興
支
援
に
な
る
。

ち
ょ
っ
と
意
識
し
て
東
北
産
の
物
を
お
願
い
。

・�

も
う
一
つ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し

い
。
自
分
の
意
思
で
、
人
の
た
め
、
町
の
た
め
に
何
か

を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
。
私
の
初
め
て
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
は
六
歳
の
時
だ
っ
た
。
老
人
ホ
ー
ム

に
行
っ
て
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
。
下
手
だ
っ
た
が
、

大
喜
び
で
ア
ン
コ
ー
ル
が
出
た
。
中
に
は
泣
い
て
い
る

人
が
い
て
、
歌
が
ひ
ど
か
っ
た
ん
だ
と
思
っ
て
理
由
を

聞
い
た
ら
、
孫
を
思
い
出
し
て
感
動
し
た
と
う
れ
し
涙

だ
っ
た
。
そ
れ
で
、ま
た
や
り
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

年
々
、
活
動
が
ハ
ー
ド
に
な
っ
て
い
た
が
、
や
り
終
え

る
と
達
成
感
を
味
わ
い
、
大
人
に
な
っ
た
気
が
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
い
。
若
い
頃
か
ら
始
め
る
と
一

生
や
り
た
く
な
る
。
ぜ
ひ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
ほ
し
い
。

・�
外
国
人
が
日
本
に
多
く
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
谷
市

に
も
住
ん
で
い
る
。長
野
県
は
外
国
人
に
人
気
が
あ
る
。

で
も
、
皆
さ
ん
の
頭
に
、
古
い
先
入
観
が
あ
る
。
外
国

人
＝
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
。
で
も
時
代
は
変
わ
っ
た
。

在
日
外
国
人
の
八
割
は
、
日
常
生
活
の
日
本
語
が
あ
る

程
度
で
き
る
。（
山
形
弁
は
オ
ラ
だ
け
だ
け
ど
。）
だ
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
心
配
し
な
く
て
大
丈
夫
。

だ
け
ど
日
本
語
に
は
外
国
人
に
は
理
解
で
き
な
い
落
と

し
穴
が
あ
る
の
で
、
外
国
人
の
私
が
、
日
本
人
に
日
本

語
を
教
え
る
。（
笑
い
）

・�

日
本
語
の
曖
昧
さ

そ
の
一　
「
主
語
」
が
な
い
。

日
本
に
来
て
三
ヶ
月
目
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
が
、

親
も
子
も
「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て
一
言
で
出
て

い
く
。「
え
っ
？
だ
れ
が
、
ど
こ
へ
」。
と
外
国
人
は
驚

く
。
英
訳
す
れ
ば
「
ｇ
ｏ
」
の
一
文
字
。
日
本
人
に
は

当
た
り
前
で
も
情
報
が
少
な
す
ぎ
て
理
解
で
き
な
い
。

主
語
を
入
れ
れ
ば
通
じ
る
。

そ
の
二　
役
に
立
つ
便
利
な
単
語
「
あ
れ
」　　

何
で
も
代
名
詞
に
な
る
。「
あ
れ
」で
は
何
を
指
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
外
国
人
に
は
「
禁
句
」
に
し
て

ほ
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
私
も
五
十
代
に
な
り
、
使
っ
て

し
ま
う
。
先
日
、
妻
に
「
あ
れ
」
持
っ
て
き
て
と
言
っ

た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
「
あ
れ
」
を
持
っ
て
き
て
び
っ
く
り

し
た
。「
以
心
伝
心
」。
英
訳
し
に
く
い
が
、
し
い
て
言

え
ば
「
テ
レ
パ
シ
ー
」。
他
の
国
の
人
に
と
っ
て
は
「
超

能
力
」。
普
通
の
人
間
は
で
き
な
い
が
、日
本
人
に
は
で

き
る
。
日
本
人
は
出
来
が
違
う
。

そ
の
三　
「
謙
遜
」
日
本
の
美
徳
の
一
つ
。

　

�

自
分
、
家
族
、
物
を
け
な
し
て
言
う
。　

「
家
の
愚
妻
が
」
と
紹
介
さ
れ
、
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
名

前
だ
と
思
っ
て
、「
グ
サ
イ
さ
ん
初
め
ま
し
て
」
と
言
っ

て
大
恥
を
か
い
た
り
、
お
土
産
を
渡
さ
れ
る
時
、「
つ
ま

ら
な
い
も
の
で
す
が
」
と
言
わ
れ
、
何
で
そ
ん
な
物
を

と
思
っ
た
り
。
で
も
、
お
土
産
は
大
好
き
。

　
「
口
で
け
な
し
て
心
で
愛
す
る
」。言
い
た
い
こ
と
と
、

口
に
し
て
い
る
こ
と
は
正
反
対
。
日
本
の
デ
ィ
ー
プ
な

文
化
だ
が
、外
国
人
に
は
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

国
に
よ
っ
て
習
慣
が
違
う
の
は
当
た
り
前
だ
が
、
こ
の

違
い
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。

　
今
日
は
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
し
か
言
え
な
か
っ
た
が
、
お

勉
強
に
な
っ
た
か
な
。
ま
だ
、
話
し
た
い
が
時
間
が
な
く

て
残
念
。
お
開
き
に
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

講
演
内
容
要
約
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目　　的

　障がいのある方の社会参加と生活訓練等の事業等を市民団体等が計画・実施するものについて、�
事前に提案を受け付け、その事業に対して、予算の範囲内で必要な経費を助成します。
　なお、助成を受けた団体等・事業については、今後、「岡谷市障害者福祉推進実行委員会」との協働
を検討いただき、市民総参加の福祉のまちづくりの推進を図ります。

対象団体
グループ

⃝�平成２６年度までに「岡谷市障害者福祉推進実行委員会」に加入していない、市民団体、ＮＰＯな
どで、市の障がい福祉に貢献している（する意向の）団体等であること。

⃝�今後、「岡谷市障害者福祉推進実行委員会」等との連携が期待できる団体。

市民団体
等の条件

⃝�団体等の構成員の半数程度以上が岡谷市民であること。
⃝�事業内容を適正に実施できること。

対象事業

⃝�岡谷市の障がいのある方の社会参加や生活訓練を促進する講習会・体験会・イベント等（調理教室、
栄養教室、太鼓教室、キャンプ体験会、農作業体験会、

　障がい者ゲートボール教室　等）
⃝�障がい福祉サービス事業所等との連携 
　（市内の事業所巡り、職業体験による交流　等）
⃝�障がいの理解啓発の活動 等
　（リーフレットの発行、街頭啓発活動、統計調査　等）

申請方法
　申請書に必要事項を記入の上、「岡谷市障害者福祉推進実行委員会（事務局：岡谷市社会福祉協議会）」
にご提出ください。

選考方法
⃝�「市」「社協」「岡谷市障害者福祉推進実行委員会」の代表からなる「助成事業選定委員会」で審査、
決定します。

申請期間 平成27年9月1日（火）から　10月16日（金）まで

福祉バザーにご協力をお願いします！！
★日　時　　１０月２４日（土）　午後１時～３時頃
★場　所　　おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）大会議室 ･コンベンションホール
★主　催　　岡谷市障害者福祉推進実行委員会（市社会福祉協議会内）

売上金は、障がい者団体への助成や岡谷市障害者福祉推進実行委員会事業、基金への積立
等、障がい者福祉のために活用させていただきます。

社会参加等公募提案型事業 市民活動団体への助成
　広報おかや５月号にて募集をしましたが、申請期間中に申請がありませんでしたので、
二次募集を行います。

▶　上記に関する申込み・問合せ　◀
岡谷市障害者福祉推進実行委員会（事務局：岡谷市社会福祉協議会）

〒３９４－００８１ 岡谷市長地権現町４－１１－５０　　ＴＥＬ　２４－２１２１

寄付品の募集をしています。ご協力をよろしくお願いします！
☆募 集 品： 日常生活用品で衣食住に関係あるもの（衣料品・台所用品・電気製品・子ども用品等）

中古品・名入り品はご遠慮ください。
☆募集期間： １０月２３日（金）の午前中までに、おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）へ

お持ちください。事業所からの寄付もお待ちしています。


